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ィリピン女性の役割につい の全国委員会（ＮＣＲＦＷ）設立以来同国が進めてきたジェンダー主流化努力がある。この主流化努力より、一九九六年に同委員会内の監視・評価部（ＭＥＤ）が中心となって九三～九六年の二二政府機関の主流化活動の評価 行われた。これにより主流化努力指標が策定され、ジェンダー主流化 フレームワーク（ＧＭＥＦ）が作成、ジェンダー主流化は名実共にフィリピン政府の優先プログラムの一つとなった。国際的には、国連Ｃ
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は、開発の問題、障害の問題、ェンダーの問題と三つの問題が関わっているだけに、様相は一層複雑なものがある。こ 複雑性は通常、複合差別の問題として論じられることが多いが、難しい は、複合差別は、これら それぞれの領域での差別の単なる足し合わせではないし、そもそも は足し合わせでは考察できないものだということである。途上国ゆえのリソースの不足、障害ゆえのアクセシビリティの問題、ジェンダーによる家族や社会内の資源配分の格差というように三つの問題に整理はできる。しかし、こ 三つだけでも、これらのうちの二 が関わった医療機関が数少ないのに、そ
れらへのアクセスすらかなわない問題もある。また、障害者に技術的に対応できる産婦人科医の数が少なく、既存の産婦人科医に行こうとしてもアクセスも難しく さらに同性の産婦人科医となればもっと数が少ないといったようにリプロダクティブにも関わる問題では三つのいずれもが関係する場合もある。　
女性としての社会的役割（ジェ












同法では、先住民（ＩＰ）を、 「コミュニティによって境界が作られ定義された領域に組織化されたコミュニティの形をとって継続的に居住しており、有史以前からの所有権主張の下、そうした領域を占有し、所有 、利用してきた人たちであり、また言語 習慣、伝統その他の独特の文化的特性をている人たちとしている。その人
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た脆弱な人たちに所属するとみなされてきた。ＩＰＲＡの諸条項に加えて、特にＭＣＷ（女性のマグナカルタ）のなかの周縁化された部門に所属する人たちの権利とエンパワメントについてのＥＤＧＥの第五章第二六条では、こうした先住民の権利について、食料安全保障や生産的資源の面での彼女らの権限、特に彼女らの土地資源へのアクセスとコントロールについて定めている。そして政府 対し、彼女ら 経済的機会、基礎的サービス、情報、社会的保護 対するアクセス、また彼女らの利害を代表する制度について することを保証することを特に求めている。求められているも は 性障害者と似通ってい 。　
また女性障害者の問題がちょう
ど障害者と女性の間の陥穽に落ちてしまっているの 同様に、先住民女性の問題も、ＰＣＷとフィリピン先住民族委員会（Ｎ ＩＰ）の間の陥穽に落ちかねな 問題である。　
ＰＣＷ同様、大統領府の下に置
かれたＮＣＩＰは、同委員会のウェブページの情報によれば、フィリピンの先住民問題担当部局として米比戦争後のアメリカ植民地時
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